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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号 26-77                    

補助事業名  平成２６年度九州地域新産業戦略に基づくイノベーション創出事業 

補助事業者名 一般財団法人 九州産業技術センター 

 

１ 補助事業の概要  

（１）事業の目的 

 

九州経済産業局等が策定した「九州・沖縄地方産業競争力」（医療機器製造等、

農業・食品製造、次世代自動車 他）実現の一翼を担うため、国等の施策が届

かない揺籃期の研究開発型中堅・中小企業に対して、技術開発支援のための技

術シーズ・ニーズのコーディネータ活動及び事業化支援のための事業プロデュ

ース活動を行い、さらに企業の発掘、技術・事業化支援を行う人材を有する支

援機関のネットワーク化を進めこれにより、九州域内の中堅・中小企業の新事

業創出、高付加価値化、国際競争力の強化等、機械工業の振興に寄与すること

を目的とする。 

          

（２）実施内容                     

①新産業戦略調査研究  

 

  事業推進委員会の開催（年2回、委員14人）については計画通り開催できた。

機械工業振興チャレンジ調査研究については計画通り6件採択した。事業化可能

性検討分科会（年3回、委員6名）については計画通り開催できた。事業の全体

進捗については、事業の実施状況に応じて効率的に対応することで、事業計画

の目標値を達成できた。事業全体を統括・管理する位置づけとして、事業推進

委員会及び事業化可能性検討分科会を設置し、コーディネータ活動や研究会開

催による技術開発支援を実施してきた。また、これらに関する実施状況を評価

しフィードバックすることにより効果的な活動ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業推進委員会開催風景】 

2014/06/13 2014/06/13 
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【事業化可能性検討分科会開催風景】 

 

②事業創出調査研究 

 

コーディネータ活動件数については目標150件に対し、実績227件であった。

研究会(ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ案件)の件数については、目標20件に対して、20件で目標を達

成した。研究会の平均開催回数については、目標3回に対して目標若干下回って

いる。ニーズ報告会開催回数、参加者の満足度については、目標を上回る成果

となっている。参加人数は下回っている。以上より、コーディネータ案件の件

数が目標を大幅に上回っていることから、事業全体の進捗については、目標を

達成することができた。 

事業の実施結果については、ブラッシュアップ研究会平均開催回数、ニーズ

発表会の参加機関数において目標を下回っているものの、それ以外の項目にお

いては、コーディネータ活動から事業化までのプロセスにおいていずれも高い

成果を出しており、全体として極めて高いレベルの事業であった。本事業につ

いて九州経済産業局から高い評価を受けて、「グローバルニッチトップ企業育成

支援事業」、「九州地域ものづくり中小企業事業化支援事業（ビジネスマッチン

グ・展示会出展）」に繋がるなど想定した以上の事業の成果・波及が生じている。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

               【ブラッシュアップ研究会開催風景】   

 

2014/06/04 2014/06/04 
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【コーディネータ連絡会開催風景】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コーディネータ活動風景 】      

 

 

 

 

 

 

 

【ニーズ発表会開催風景 】        

 

 

２ 予想される事業実施効果 

（１）新産業戦略調査研究   

 

事業推進委員会や事業化可能性検討分科会の外部有識者の貴重な意見は、「２．

事業創出調査研究」を推進していく上で、研究開発から事業化に至る取り組みな

ど事業計画で予定した以上の新規性があった。 

 

 

2014/04/23 2014/04/23 

2014/09/18 2015/02/24 

2014/10/17 2014/10/17 
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（２）事業創出調査研究 

 

九州域内の中堅・中小企業に対し、各支援機関のハブとして連携し、

コーディネータ活動、研究会開催等から事業化支援までを一貫して支援

を行っており、一貫して支援する取組は、九州経済産業局からも評価さ

れた。さらに、ニーズ発表会については、九州域内中小企業が域外の上

場企業とマッチングまでいく案件（現在進行中）があった。事業計画で

予定した通りの十分な新規性があった。また、本事業での支援活動を実

施した後、さらに研究開発が必要な場合は、国の支援事業（例えばサポ

イン等）へ応募するなど、研究開発に向けた支援を継続するとともに、

中小企業診断士等の専門家を事業プロデューサーとして配置し、事業化

に向けて継続して支援を行うなど、事前計画の想定を上回る具体的な成

果があった。成果としてブラッシュアップ研究会対象の３テーマが国の

支援事業（サポイン、橋渡し研究事業）に採択された。 

 

３ 補助事業により作成した印刷物等 

 

・平成 26年度九州地域新産業戦略に基づくイノベーション創出事業  

機械工業振興チャレンジ研究調査募集要綱 

 

 

  

 

 

 

 

・平成 26年度九州地域新産業戦略に基づくイノベーション創出事業 

平成 26年度コーディネータ活動紹介パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kitec.or.jp/h26bosyuyoukou.pdf
http://www.kitec.or.jp/H26cdr.pdf
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・平成 26年度九州地域新産業戦略に基づくイノベーション創出事業 

 コーディネータ調査報告書 

 

     

 

 

 

 

 

・平成 26年度九州地域新産業戦略に基づくイノベーション創出事業  

委託調査成果報告書(要約版) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

 

団 体 名 ： 一般財団法人 九州産業技術センター（キュウシュウサンギョウギジュツ

センター）  

住  所 ： 812-0013  

福岡県福岡市博多区博多駅東 2－13－24 

代表者名 ： 会長 麻生 渡（アソウ ワタル） 

担当部署 ： 技術振興部（ギジュツシンコウブ） 

担当者名 ： 技術振興部長 山中 敦嘉（ヤマナカ アツヨシ）   

電話番号 ： 092-411-7394 

FAX      ： 092-472-6688 

E-mail  ： mailto:info@kitec.or.jp 

U R L ： http://www.kitec.or.jp/ 

 

http://www.kitec.or.jp/h26matching-chosa.pdf
http://www.kitec.or.jp/h26kenkyu-gai.pdf
mailto:info@kitec.or.jp
http://www.kitec.or.jp/

